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公立大学法人和歌山県立医科大学の概要

１ 現況 ２ 法人の基本的な目標（中期目標前文）

(1) 設置大学名 和歌山県立医科大学は、医学及び保健看護学に関する学術の中心として、基礎

和歌山県立医科大学 的、総合的な知識と高度で専門的な学術を教授研究し、豊かな人間性と高邁な倫

理観に富む資質の高い人材の育成を図り、地域医療の充実などの県民の期待に

(2) 所在地 応えることによって、地域の発展に貢献し、人類の健康福祉の向上に寄与する。

大学・医学部 和歌山市紀三井寺８１１－１ この目的を果たすため、特に以下の事項について重点的に取り組む。

保健看護学部 和歌山市三葛５８０ (１) 高等教育及び学術研究の水準の向上に資する。

附属病院 和歌山市紀三井寺８１１－１ (２) 高度で専門的かつ総合的な能力のある人材の育成を行う。

附属病院紀北分院 伊都郡かつらぎ町妙寺２１９ (３) 学生の修学環境の充実を図る。

(４) 高度で先進的な医療を提供する。

(2) 役員の状況 (５) 地域の保健医療の発展に寄与する活動を行う。

理 事 長 南 條 輝志男（学 長） (６) 地域に生涯学習の機会を提供する。

副理事長 嶋 田 正 巳 (７) 地域社会との連携及び産学官の連携を行う。

理 事 宮 下 和 久 (８) 人類の健康福祉の向上に寄与するための活動を行う。
理 事 板 倉 徹

理 事 寺 村 洋 志

監事（非常勤） 森 董 満（弁護士）

監事（非常勤） 楠 見 恭 平（公認会計士）

(3) 学部等の構成

医学部

保健看護学部

医学研究科

(4) 学生数及び教職員数

学生数 ７７９名（内、留学生数１５名）

教員数 ３０４名

職員数 １，０１０名
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１ 全体業務実績及び自己評価

和歌山県立医科大学は、医学及び保健看護学に関する学術の中心と 附属病院においては、高度先進医療を担う医療機関として、多くの県
して、基礎的、総合的な知識と高度で専門的な学術を教授研究し、豊 民に手術の分野をはじめとして、高度で安全な医療を提供することがで
かな人間性と高邁な倫理観に富む資質の高い人材の育成を図り、地域 きた。また、ドクターヘリの運航時間を１時間早めるとともに、地域の
医療の充実などの県民の期待に応えることによって、地域の発展に貢 医療機関との連携を図る地域連携室や入院が必要な患者を受け入れやす
献し、人類の健康福祉の向上に寄与している。 くする病床管理センターを設置した。なお、本県のがん診療の中心的な

役割を担うため、都道府県がん診療連携拠点病院の指定を受けたところ
平成１８年度は、独立行政法人として初めての年度であり、これま であり、今後県内のがん診療病院との連携を進めていく。

での６０年余の歴史のもとに蓄積された数多くの研究成果を引き継ぐ
だけでなく、学生、教職員、県民に誇りを持って愛される大学、「個性 財務の面においては、収入の大部分を占める診療収入については、診
輝く、魅力溢れる大学」を創造するため、全教職員が一丸となって大 療報酬の改定の影響や看護師等の確保が困難な状況の中、看護師をはじ
学の活性化に取り組んだところである。 めとする職員個々の献身的な努力により、前年の診療収入を上回るなど

一定の成果を上げることができた。今後も、病床の効率的利用や材料費
まず、教育の面においては、医学部・保健看護学部におけるカリキ の節減などの経営努力を引き続き行っていくとともに、紀北分院の再整

ュラム開発、ＦＤの実施、教育評価方法や入試制度の研究を行うため、 備も視野に入れながら改善していく必要がある。
教育研究開発センターを設置した。さらに、内科的・外科的手技を磨
くための臨床技能研修センターを開設し、学生、看護師、研修医及び 本県においても深刻な問題となっている医師不足等に対しては、学内
医師等の臨床技能の向上に役立てている。また、文部科学省の大学教 に生涯研修・地域医療支援センターを置き、組織を強化するとともに、
育改革の取組に対する補助事業において、医学部の「ケアマインドを 地域支援のための医師を増員し、地域の医療機関との連携や支援を行っ
併せもった医療人教育」が特色ある大学教育支援プログラムに、保健 ている。
看護学部の「地域と連携した健康づくりカリキュラム」が現代的教育
ニーズ取組支援プログラムに同時採択され、地域貢献のできる良質な 以上が全体的な業務実績であるが、今年度は、中期目標の達成に向け
医療人の育成により一層取り組んだ。 た中期計画の初年度であり、項目別の評価について全般的に順調に進ん

でいると考えられるが、今年度の活動実績を検証すると、いくつかの項
次に、研究の面においては、研究活動活性化委員会を設置し、科学 目において若干の課題もあり、今後点検や見直しのうえ強化していく必

研究費補助金等を活用した研究活動を積極的に展開し、特に科学研究 要がある。
費補助金は採択件数が 101 件となり、対前年比が約 30 ％増加した。ま
た、寄附講座、受託研究、企業との共同研究についても積極的に実施、 本大学が、地域貢献をはじめとする県民のニーズに応え、その機能を
研究することができた。 十分発揮していくためには、今年度の業務実績を踏まえたうえで、特色

のあるものはさらに充実させ、課題を改善するとともに、大学自らの権
限と責任において自主的、自律的な運営がますます必要であると考える。
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２ 項目別の評価

中期計画・年度計画の項目 法人の業務実績及び自己評価 評価委員会

第２ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための措置

１ 教育に関する目標を達成するための措置 評定 【Ｓ－Ａ－Ｂ－Ｃ－Ｄ】 評定 【Ｓ－Ａ－Ｂ－Ｃ－Ｄ】

【年度計画の実施状況：（Ⅰー０）（Ⅱー３）（Ⅲー７４）（Ⅳー１２）】

(１) 教育の成果に関する目標を達成するための措 【活動実績・概要等】

置

ア 学部教育 ・医療専門職として豊かな人間性を涵養するため、医学部では、倫理、医療福祉等の講

義を行うとともに、ケアマインド教育として患者を招いて生の声を聞く講義や緩和ケア

病棟での実習を行ったり、医療のあるべき姿について学生自身が考える医療問題ロール

プレーを行い、医の倫理とケアマインドの教育を実施した。

保健看護学部では、人文、社会、科学の分野で１５科目開講、「人間の理解」「社会の

理解」「人間と生命倫理」に関する分野で１４科目開講するとともに、新学期のオリエ

ンテーションで選択科目の概要説明会を実施した。

なお、医学部では、物理学、化学、生物学、心理学では講義と実習の内容を関連させ

て展開し、全員に課することで、自然科学、人間科学の様々な現象を総合的に理解でき

る素養を身につけると同時に、科学的に考え分析できるように指導した。

また、情報処理能力を育成するため、インターネットを用いる情報収集について、１

年次に情報処理、５年次に医療情報についての講義や実習を行うとともに、３年次に基

礎配属を４週間行い、基礎医学研究についての手法を理解させた。

・コミュニケーション能力を育成するため、医学部では、「医療コミュニケーション」

「臨床実習入門」においてコミュニケーション能力についての講義と実習を行い、保健

看護学部では、教養と人間学の領域におけるコミュニケーション分野の科目以外におい

ても「コミュニケーション」をテーマとした特別講義を実施したり、人権や医療倫理に

関する特別講義も実施した。

・地域との交流、地域医療への学生の関心を高めるため、医学部では、早期から医療・

福祉の現場を体験する「Early Exposure」及び地域福祉関係施設学生実習として１年次

に地域の病院と福祉施設での研修を行い、保健看護学部では、段階的に行う地域での各

実習及び自主的に行う地域医療体験学習を実施した。

・国際的視野をもった人材を育成するため、国際交流センターを設置し、運営について

運営協議会や実務委員会で検討するとともに、海外の関係大学と交流を行った。

・問題解決能力を育成するため、医学部では、セミナー、チュートリアル、基礎配属を

行い、カリキュラムもこれらを充実するものに改訂した。保健看護学部では、「教養セ

ミナー」「保健看護研究Ⅰ・Ⅱ」以外にも、グループでテーマを設定のうえ、自己学習

や討論をする「医学・保健看護学概論」を新たに行った。
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イ 大学院教育 ・修士課程の充実を図るため、大学院医学研究科整備検討委員会で修士論文の提出等修

了に関する手続きを決定した。また、論文審査会を兼ねた修士論文の公開発表会を開催

した。

・研究者としての倫理観の向上を図るため、「研究者の倫理」、「遺伝子組み換え実験安

全管理」について、大学院共通科目講義として実施した。

・保健看護学研究科修士課程（仮称）の開設に向け、関係委員会で必要な事項の検討を

行い、認可申請の準備を行った。

・博士の学位論文を英語原著論文とするため、大学院特別講義として英語の医学論文の

読み方や作成方法について、学部講師による講義を行い、各分野のセミナーを充実させ

た。本年度から、博士課程においては、学位論文を学位論文は全て英語原著論文とした。

(２) 教育内容等に関する目標を達成するための措

置

ア 学部教育

(ア) 入学者受入れ及び入学者選抜 ・教育研究開発センターに入試制度検討部会を設立し、地域枠のあり方、推薦入試のあ

り方について議論し、推薦入試の時期を早めた。

(イ) 教育理念等に応じた教育課程の編成 ・教育改革の取組を進めるため、カリキュラム、実習及び教員の授業評価を実施すると

ともに、評価を本人に示し、授業の改善を促した。

・卒業時の学生の能力を適正に評価するため、医学部では、卒業時に総合的な試験を導

入し、各科試験との乖離や国家試験の成績との一致性について検討した。保健看護学部

では、総合評価のための試験を実施し、その評価については、「保健看護研究Ⅱ」「保健

看護管理演習」の評価と併せて単位を与えた。

・医学部では、統合型教育の充実のためモデル・コア・カリキュラムに基づくカリキュ

ラムの編成、導入に向け、平成１８年度入学生からカリキュラムの改定を行った。また、

臨床実習をより充実させるため、平成１８年度入学生の臨床実習カリキュラムからクリ

ニカルクラークシップを充実するとともに、全員に地域の研修を義務づける内容とした。

保健看護学部では、「総合保健看護」の分野において、「保健看護管理論」「保健看護

管理演習」「保健看護英語」等を開講した。

(ウ) 教育方法に関する具体的方策 ・問題解決型学習を推進するため、医学部では、臨床問題チュートリアルを実施すると

ともに、team-based learning についても試行し、PBL/チュートリアルを拡大、導入した。

また、「特別教養セミナー」において、総合的学習を行った。

・自主学習能力を高めるため、学生が自主的に取り組む研究課題に対し、１７件の申請

があり、審査の結果、１５件について計 100 万円の特別奨励助成を行った。

(エ) 成績評価 ・臨床実習前の成績評価を行うため、医学部では、臨床実習前にコンピュータを用いた

客観試験（CBT）や客観的臨床能力試験（OSCE）などの共用試験を行い、進級判定の

成績評価に取り入れるとともに、学生の成績評価を標準化するため、教育研究開発セン

ターにおいてその改定作業に着手した。

保健看護学部では、全教員による成績判定会議を開催した。

また、両学部とも、卒業時に成績優秀者に表彰を行っている。

(オ) 卒後教育との連携 ・質の高い臨床医を育成するため、平成１８年度入学生の新カリキュラムにおいてクリ

ニカルクラークシップを充実させるための卒前・卒後研修の連携を図るカリキュラムの
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作成に着手した。

・保健看護学部との連携を図るため、附属病院の看護師のリーダーシップ研修とプリセ

プター研修に保健看護学部助教授を講師として招いた。また、保健看護学部学生の３年

次の領域別実習に先立ち、各領域における実習目標や実習時期について、附属病院と実

習の打合せを行うとともに、実習中に連絡会を開催し、連携を図った。

看護部では、臨地実習検討委員会を２回開催するとともに、看護師の採用前技術研修

では保健看護学部教員の支援のもと、実際に使用している医療材料を用いた技術研修を

３日間開催した。

イ 大学院教育

(ア) 入学者受入れ及び入学者選抜 ・医学研究科博士課程において多様な人材を集めるため、社会人のために昼夜開講制及

び長期履修制度を実施し、ホームページやオリエンテーション等で制度周知のための広

報活動を行った。また、博士課程において１０月入学を実施しており、１名の入学があ

った。

修士課程でも、多様な人材を集めるため、講義時間を夜間に設定するなど、社会人の

入学制度に配慮しており、１６名が入学した。

(イ) 教育課程 ・研究経験と専門知識、技術を学ばせるため、実地診療上活躍し、指導的立場の現役医

師を全国から選び、計画に沿った講義を行うとともに、修士課程では、幅広い研究領域

を含んだ専門性を高めるため、修士課程１年次後期から所属教室で、博士課程と緊密な

連携を図ったり、共通科目講義及び特別講義を実施し、各講義の枠を超えた講義を実施

した。

(ウ) 教育方法 ・修士課程における研究成果については、公開発表会を開催、博士課程では研究討議会

を開催した。また、外部講師１０名による特別講義を実施し、研究レベルの向上及び研

究者間の交流を図った。

(エ) 成績評価等の実施 ・学位論文を公表し、社会的評価を受けるとともに、優れた研究及び専門能力を有する

者を名誉教授会賞に推薦し、受賞した。

(３) 教育の実施体制等に関する目標を達成するた

めの措置

ア 適正な教員の配置等 ・教育における新たな制度改革等に迅速に対応するため、教育研究開発センターを設置

し、就任した専任教授を中心に、カリキュラム専門部会、臨床技能教育部会、教育評価

部会、入試制度検討部会、FD 部会を設置した。

イ 教育に必要な施設、図書館、情報ネットワ ・学習環境の充実を図るため、図書館紀三井寺館では、９月から試行期間であるが、土

ークの活用・整備 曜日の開館時間を３時間早め、平日についても開館を１時間早めた。また、臨床技能、

一次救命処置（BLS）､二次救命処置（ACLS）、チーム医療、安全管理に対応できる研

修ができるように臨床技能研修センターを設置した。

ウ 教育の質の改善 ・教育の質の改善につなげるため、より充実したＦＤ研修会を開催することで教育方法

の改善を図るとともに、学生による授業評価を行い、各教員に評価の結果を報告するこ

とで授業の質の改善を促した。

また、学部教育の効果を検証するため、医学部では成績の追跡調査や卒業者の進路調

査を行い、保健看護学部では進路について短期大学部卒業生に対し動向調査を実施した。

・博士論文については英文によることを求め、学位論文審査についても論文審査委員３
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名を選出し、論文審査と試験により審査を行った。

(４) 学生への支援に関する目標を達成するための

措置

ア 学習相談、助言、支援の組織的対応 ・医学部、保健看護学部の相互理解を促進するため、４月に新入生合宿研修を白浜町で

実施するとともに、保健看護学部では、オフィスアワーを設定する他、随時個別面談

を行うなど、学生からの相談にきめ細かい対応をした。

イ 生活相談、就職支援等 ・学生の健康管理、生活相談等に対応するため、健康管理センターの設置を決定、場所

も決定した。平成１９年度に開設に向け、医師の選任、業務範囲等を検討した。

・担任や進路担当教員が模擬試験等の情報を共有し、学生からの相談に適切な指導を行

った。

ウ 留学生支援体制 ・留学生を支援し、海外の大学との交流を推進するため、ホームページ等を活用し、本

学及び大学院の研究活動、学費、学生生活等に関する情報を適切に提供した。

・アメリカ・ハーバード大学やＭＤアンダーソンがんセンター他２カ国４大学等に派遣

するとともに、中国・山東大学他１カ国２大学より受入れした。また、タイ・コンケン

大学、中国・上海交通大学との交流協定を締結した。

派遣教職員６名、派遣学生７名、派遣研修医４名

受入教員８名、受入学生１７名、受入留学生１６名

［医学部の評価］

医の倫理やケアマインドを中心とした教育については、１年次より患者とのふ

れ合い・地域での体験を得られるカリキュラムを導入し、平成 18 年度文部科学

省の特色ある大学教育支援プログラムに「ケアマインドを併せもった医療人教育」

として採択され、結果の評価を記載した報告集を作成した。

カリキュラムについては、平成１８年度入学生よりコア・カリキュラムを導入

し、独自の総合型カリキュラムと実習・ＰＢＬ／チュートリアルの導入を行った。

臨床実習についてもコア科の期間を延長し、クリニカルクラークシップのより

充実した内容にするための組織作り、実習カリキュラムの作成に取り込んだ。ま

た基礎医学実習である基礎配属、国際交流についても、成果を上げた。

［保健看護学部の評価］

教育熱心な教員と学習意欲の高い学生に恵まれ、学部の教育目標である「質の

高い医療人育成」を目指して教育を行っている。

保健看護学部設置の教育理念とその実現のためのカリキュムが、平成 18 年度

文部科学省の現代的教育ニーズ取組支援プログラムに「地域と連携した健康づく

りカリキュラム」として採択され、本学部の設置理念が評価されたものと考える。
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［大学院の評価］

新研修医制度３年目にあたる今年度に、一定数の大学院生を確保し、研究成

果を出した。また、修士課程を順調に運営し、第１期生全員に学位を授与するこ

とができた。

［教育に関する総括評価］

医学部においては、人間性豊かな医師の育成を図るため、医の倫理、ケアマイ

ンド教育、早期臨床実習、また基礎配属、チュートリアル、自主カリキュラム等

参加型教育の充実を実践した。

教育実践と評価、カリキュラム改革、教育方法改善のための体制や支援組織の

強化が課題である。

保健看護学部においては、短期大学部を終了させ、編入生教育、４年生学部教

育が確実に充実してきた。国家試験１００％合格も達成できた。大学院保健看護

学修士課程新設のための新たな教育や研究体制の充実が課題である。

大学院においては、大学院医学研究科修士課程は、定員１００％を超える学生

が入学し、一期を全員が修了し、順調なスタートができた。

博士課程は、社会人入学推進等積極的に開かれた大学院を目指しているが、学

生の充足率、４年修業年数内での修了率が低い。学生の確保やＴＡ（ティーチン

グアシスタント）等の指導体制の強化等が課題である。
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中期計画・年度計画の項目 法人の業務実績及び自己評価 評価委員会

第２ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための措置

２ 研究に関する目標を達成するための措置 評定 【Ｓ－Ａ－Ｂ－Ｃ－Ｄ】 評定 【Ｓ－Ａ－Ｂ－Ｃ－Ｄ】

【年度計画の実施状況：（Ⅰー０）（Ⅱー０）（Ⅲー１３）（Ⅳー１１）】

(１) 研究水準及び研究の成果等に関する目標を達 【活動実績・概要等】

成するための措置

ア 目指すべき研究の方向と研究水準 ・疾病構造の変化に対応した医学医療の研究や実践を展開するため、健康増進・癒しの

科学センターを設置し、機能性医薬食品探索講座、観光医学講座を開設、病態栄養治療

学講座を継続して予防医学に関する研究を行った。

・附属病院におけるがんの診療体制を充実を図り、都道府県がん診療連携拠点病院に指

定された。

・学術研究を充実するため、臨床研究管理センターを設置し、治験管理部門を稼働させ

るとともに、学内の各種助成事業の公募における推薦や選考を行うため、研究活動活性

化委員会を設置し、特定研究・教育助成プロジェクト発表会を開催した。

・博士課程終了後の若手研究者の雇用の場を創出するため、特別研究員制度を創設した。

イ 成果の社会への還元 ・研究成果の社会への還元を促進するため、一般県民を対象にした研修会、健康講座及

び公開講座を開催するとともに、県内の小中高校へ出向いて授業を行う「出前授業」を

実施した。

(２) 研究実施体制等の整備に関する目標を達成す

るための措置

ア 研究体制 ・研究の多様化、質の向上のための、より質の高い教員を受け入れるため、医学部教授

選考方針検討委員会において医学部教授選考の実施について検討、候補者インタビュー

の実施方法についてオープン化し、選考委員以外の教授がオブザーバーとして聴講でき

るように改めた。

イ 研究に必要な設備等の活用・整備 ・研究支援体制を整備するため、３つの研究施設を共同利用施設として統合、施設長を

選任して研究環境等を整えた。

ウ 研究の質の向上 ・研究の質の向上を図るとともに研究活動を広げるため、研究活動活性化委員会を設置

し、特定研究・教育助成プロジェクト発表会を開催して、応募者のプレゼンテーション

による選考や学内の各種助成事業の公募における推薦又は選考を行った。

エ 研究資金の獲得及び配分 ・研究を推進するため、産官学連携推進本部を設置し、外部資金や科学研究費補助金の

獲得増に努めた。また、研究活動活性化委員会の選考により、特定研究・教育助成を行

うとともに、若手研究支援助成要綱を制定し、若手研究者への研究支援を行った。
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［評価］

産官学連携推進本部等、新たな組織の設置により、寄附講座等の外部資金の獲得

増が図られた。また、研究活動活性化委員会を設置し、科学研究費補助金等を活用

した研究活動を積極的に展開するとともに、特定研究・教育助成プロジェクトを開

催、応募者のプレゼンテーションに対して選考を実施する等、研究の質の向上が図

られた。

主テーマを設定した全学的な研究の推進等のための体制の強化や研究支援制度の

充実が課題としてあげられる。
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中期計画・年度計画の項目 法人の業務実績及び自己評価 評価委員会

第２ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための措置

３ 附属病院に関する目標を達成するための措置 評定 【Ｓ－Ａ－Ｂ－Ｃ－Ｄ】 評定 【Ｓ－Ａ－Ｂ－Ｃ－Ｄ】

【年度計画の実施状況：（Ⅰー０）（Ⅱー３）（Ⅲー３５）（Ⅳー１９）】

【活動実績・概要等】

(１) 教育及び研修機能を充実させるための具体的 ・本学の特色ある診療科等を活かした臨床教育の場を提供するため、緩和ケア病棟にお

方策 ける研修や、１次救急に対応した救急集中治療部における研修を行った。

・患者本位の医療や円滑なチーム医療を推進できる人格形成を図るため、１年次から、

ボランティア教育、緩和ケア教育を通じてケアマインド教育を行った。

また、教育研究開発センターを核に卒後臨床研修センターと連携して、臨床技能研修

センターを設置し、効果的な研修を実現した。

・プライマリーケア及び総合診療教育を充実させるため、卒後臨床研修センターを核に

１１の協力病院との連携を実現するとともに、研修協力病院に福祉施設３カ所を指定し、

地域医療の観点から研修を実施した。

(２) 研究を推進するための具体的方策 ・健康増進・癒しの科学センターを設置、寄附講座による予防医学に関する研究を行っ

た。

・附属病院におけるがんの診療体制の充実を図り、都道府県がん診療連携拠点病院に指

定された。

・一元的な治験管理体制を構築するため、臨床研究管理センターを設置し、治験管理部

門を設けた。また、治験の実施や治験管理部門の運営について検討するため、病院長を

委員長とした治験運営委員会を設置し、治験管理部門専用のスペースを確保するととも

に、治験コーディネーターについても、充実させることを決定した。

(３) 地域医療への貢献と医療の実践を達成するた ・高度医療に貢献する医療専門職業人を育成するため、医療安全推進研修会及び感染予

めの具体的的方策 防対策研修会を実施するとともに、患者の人格と命の尊厳を重んじる病院スタッフを育

成するため、全学人権同和研修及び人権同和研修員研修を実施した。

・財団法人日本医療機能評価機構の認定取得に向け、病院機能評価受審対策委員会、診

療部門及び事務部門のワーキンググループを立ち上げるとともに、自己評価シートを配

布し、全部門のヒアリングを行った。

・医療情報の管理体制を強化するため、大学のネットワーク及び情報システムに関する

情報セキュリティについて、基本方針、対策要綱及び共通手順書を作成し、説明会を開

催するとともに、ウイルス対策ソフトの必要数を調査し、１４０個を導入、配付した。

・個別・集団栄養食事指導を実施し、入院患者の嗜好にあわせ、喫食率向上を図るため、

ＮＳＴ症例や喫食状態不良の患者に対し、個別対応の献立を作成した。なお、給食の選

択メニュー制度については、紀北分院で充実できたが、本院では実施内容等の検討に時
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間を要し、平成１９年度からの実施となった。

・ドクターヘリの運航時間を１時間早めて午前８時からとし、県内救急医療の地域間格

差の是正に寄与するとともに、基幹災害医療センターとしての役割を果たすため、災害

対策訓練を実施し、明らかになった問題点について、随時改正した。また、全職員にＡ

ＥＤ等の実習を行った。

(４) 医療安全体制の充実に関する具体的方策 ・専任体制の確立に向け検討を行い、医療安全推進室の設置を決定するとともに、リス

クマネージャー会議を開催し、医療安全意識の向上に取り組んだ。また医療安全への取

組及び医療事故等の経緯や改善策などの状況を３カ月ごとにホームページで公表した。

(５) 病院運営に関する具体的方策 ・全身性疾患であるリウマチ・膠原病に対応するため、９月から第３内科、整形外科、

皮膚科が連携し、同じ日に診療できる体制にするとともに、附属病院の栄養部門を「病

態栄養治療部」として事務組織から中央診療部門へ移行し、同部門の充実を図った。

・附属病院では、県の広報誌やマスコミにより活動内容を広報し、ボランティア希望者

の増加を図る一方、紀北分院では、地域のボランティアの協力を得て、中庭等へ花植え

や手入れを行った。

・附属病院の一体的な業務運営を行うため、紀北分院長、看護部長を副病院長とし、従

来の副病院長２名体制から４名体制とした。

・未収金対策としては、専任職員２名を配置し、徴収対策の強化を図るとともに、悪質

な未納者５名に対し、少額訴訟や支払督促を実施した。

また、病院の診療費等の支払いにクレジットカードを利用可能にし、カード支払に対

応する窓口を設置し、毎月約 500 件の利用実績があった。

・附属病院の経費削減のため、診療材料の供給に新物流システムを導入するとともに、

アウトソーシングを行っている業務の一部について見直しを行った。

(６) 附属病院本院と同紀北分院の役割分担及び連 ・本院と分院の連携強化のため、人事面で本院と分院の一体化を図り、交流人事の体制

携を強化するための具体的方策 を整備した。また、老朽化した紀北分院の医療環境整備に向け、紀北分院整備基本計画

を策定した。

［評価］

附属病院においては、高度先進医療を担う医療機関として、多くの県民に手術の

分野をはじめとして高度で安全な医療を提供することができた。更に、地域医療活

動への貢献においては、生涯学習や医療従事者を対象とした研修会を開催するとと

もに、地域の医療機関等に医師を派遣するなど多岐にわたる支援を行った。

また、病院運営においては、収益確保のために、地域連携室や病床管理センター

を設置し、患者の入退院を円滑にすることにより、病床稼働率の向上を図るととも

に、アウトソーシングの導入により経費の節減を図った。

なお、紀北分院においては、本院との間で看護師等を配置換えをするなどの人事

交流を積極的に行ったが、その反面、病床稼働率については、目標を下回っており、

紀北分院の再整備を視野に入れながら改善していく必要がある。
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中期計画・年度計画の項目 法人の業務実績及び自己評価 評価委員会

第２ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための措置

４ 地域貢献に関する目標を達成するための措置 評定 【Ｓ－Ａ－Ｂ－Ｃ－Ｄ】 評定 【Ｓ－Ａ－Ｂ－Ｃ－Ｄ】

【年度計画の実施状況：（Ⅰー０）（Ⅱー０）（Ⅲー７）（Ⅳー４）】

【活動実績・概要等】

・地域における医療従事者の充実等全学的な地域医療支援について、事業計画等の検討

を進めるため、地域医療支援センター等を設置するとともに、小児成育医療支援学講座、

地域医療学講座を開設した。

・ドクターヘリの運航時間を１時間早めて午前８時からとし、県内救急医療の地域間格

差の是正に寄与するとともに、基幹災害医療センターとしての役割を果たすため、災害

対策訓練を実施し、明らかになった問題点について、随時改正した。

［評価］

地域医療支援については、一定の成果を上げたが、県内の公的病院の医師不足は

深刻な状態であるため、本学としてどのように支援していくか関係機関と協議のう

え、今後も推進していく必要がある。

５ 産官学の連携に関する目標を達成するための措 評定 【Ｓ－Ａ－Ｂ－Ｃ－Ｄ】 評定 【Ｓ－Ａ－Ｂ－Ｃ－Ｄ】

置 【年度計画の実施状況：（Ⅰー０）（Ⅱー０）（Ⅲー３）（Ⅳー２）】

【活動実績・概要等】

・事務局に企画室を設置し、産官学連携に関する情報収集等を行った。また、産官学連

携推進本部を設置して産官学連携を推進するとともに、ホームページを開設し、４半期

ごとの更新を行った。また、寄附講座説明会の開催や企業訪問も実施した。

［評価］

法人化に伴い、産官学連携推進本部を設置し、地元企業をはじめ地方公共団体か

らの受託研究、共同研究及び寄附講座等を実施・開設した。今後も県民の健康増進

や地域産業の振興を視野に入れた取組を強化し、外部資金の獲得を図る必要がある。

６ 国際交流に関する目標を達成するための措置 評定 【Ｓ－Ａ－Ｂ－Ｃ－Ｄ】 評定 【Ｓ－Ａ－Ｂ－Ｃ－Ｄ】

【年度計画の実施状況：（Ⅰー０）（Ⅱー０）（Ⅲー２）（Ⅳー３）】

【活動実績・概要等】
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・国際交流を推進するため、国際交流センターを設置し、外国人研究者等の受入れ体制

や支援体制等に関する運営について運営協議会及び実務委員会で検討、宿泊施設を整備

した。

また、アメリカ・ハーバード大学やＭＤアンダーソンがんセンター他２カ国４大学等

に派遣するとともに、中国・山東大学他１カ国２大学より受入れした。

派遣教職員６名、派遣学生７名、派遣研修医４人

受入教員８名、受入学生１７名、受入留学生１６名

［評価］

大学間の国際交流協定、学生の交流が活発化した。受入れ体制や支援体制の整備

に課題が多い。
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中期計画・年度計画の項目 法人の業務実績及び自己評価 評価委員会

第３ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置

1 運営体制の改善に関する目標を達成するための 評定 【Ｓ－Ａ－Ｂ－Ｃ－Ｄ】 評定 【Ｓ－Ａ－Ｂ－Ｃ－Ｄ】

措置 【年度計画の実施状況：（Ⅰー０）（Ⅱー０）（Ⅲー６）（Ⅳー２）】

【活動実績・概要等】

・月１回の理事会と週１回の理事懇話会及び随時の臨時理事会３回を開催し、教育研究

基盤、経営的基盤の強化等を図る重要事項を協議した。また、学内外の情報処理機能を

高め、戦略的な大学運営を行うため、随時企画戦略会議を開催するとともに、産官学連

携推進本部、生涯研修・地域医療支援センター及び国際交流センターを設置・運営した。

・監査機能の充実を図るため、会計監査人、監事、内部監査担当と経営者を交えた四者

協議を実施し、監査に関する協議や情報交換を行った。

［評価］

運営体制の改善については、理事会や教育研究審議会の開催回数や内容を充実さ

せ、運営体制の強化を図るとともに、産官学連携推進本部を始めとする機関を開設

し、法人としての独創的な取組を行った。

2 教育研究組織の見直しに関する目標を達成する 評定 【Ｓ－Ａ－Ｂ－Ｃ－Ｄ】 評定 【Ｓ－Ａ－Ｂ－Ｃ－Ｄ】

ための措置 【年度計画の実施状況：（Ⅰー０）（Ⅱー１）（Ⅲー１）（Ⅳー０）】

【活動実績・概要等】

・学内外の情報処理機能を高め、戦略的な大学運営を行うため、随時企画戦略会議を開

催し、戦略的な検討を行った。

・学内各種委員会等の業務効率化を推進するため、各種委員会の見直しを行ったが、法

人化に伴い、新たに委員会を設置する必要が多く、委員会の数を削減することができな

かった。今後の整理統合を視野に業務の効率化を検討していく。

［評価］

教育研究組織の見直しについては、企画戦略機構等を設置し、戦略的な大学運営

を行った反面、委員会の数については、縮小に至らず今後検討する必要がある。
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中期計画・年度計画の項目 法人の業務実績及び自己評価 評価委員会

第３ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置

3 人事の適正化に関する目標を達成するための措 評定 【Ｓ－Ａ－Ｂ－Ｃ－Ｄ】 評定 【Ｓ－Ａ－Ｂ－Ｃ－Ｄ】

置 【年度計画の実施状況：（Ⅰー０）（Ⅱー０）（Ⅲー６）（Ⅳー２）】

【活動実績・概要等】

・人事の適正化を推進するため、平成１９年度から医学部教員に任期制（教授：７年、

准教授、講師、助教：５年）を導入することを、教員の評価制度については、平成２０

年度本格実施に向け、平成１９年度に試行することをそれぞれ決定した。また、臨床実

習等の指導に協力する医療機関等の優れた医療人を、臨床教授（７名）、臨床准教授（２

名）、客員教授（５名）に選任し、医学部の臨床実習及び卒後の臨床研修等の充実を図

った。

・救急集中治療部において１カ月単位の労働時間設定による変形労働時間制を導入する

など、多様な勤務形態を導入するとともに、教職員の能力開発、能力向上及び専門性等

の向上に資するため、新規採用看護師研修、採用前研修等、法人独自の研修を実施した。

［評価］

人事の適正化については、公募制の拡大、臨床教授の選任、育児代替教員制度の

導入等の取組を行い、順調に進んでおり、任期制や評価制度についても平成１９年

度実施することになった。

4 事務等の効率化・合理化に関する目標を達成す 評定 【Ｓ－Ａ－Ｂ－Ｃ－Ｄ】 評定 【Ｓ－Ａ－Ｂ－Ｃ－Ｄ】

るための措置 【年度計画の実施状況：（Ⅰー０）（Ⅱー０）（Ⅲー３）（Ⅳー０）】

【活動実績・概要等】

・紀北分院の事務室について、従前は独立していたが、大学の事務局として一体化を図

るとともに、事務局に企画室を設置し、産官学連携や外部資金獲得増に取り組んだ。

・給与計算事務や看護補助業務等でアウトソーシングを導入し、運営コストの削減に努

めた。

［評価］

事務等の効率化や合理化については、概ね順調に進んでいるが、今後もアウトソ

ーシングを行うことができる業務については、点検や見直しを行う必要がある。



- 17/22 -

中期計画・年度計画の項目 法人の業務実績及び自己評価 評価委員会

第４ 財務内容の改善に関する目標を達成するための措置

1 外部研究資金その他の自己収入の増加に関する 評定 【Ｓ－Ａ－Ｂ－Ｃ－Ｄ】 評定 【Ｓ－Ａ－Ｂ－Ｃ－Ｄ】

目標を達成するための措置 【年度計画の実施状況：（Ⅰー０）（Ⅱー１）（Ⅲー１）（Ⅳー３）】

【活動実績・概要等】

・産官学連携推進本部を設置するなどして、奨学寄附金等外部資金の収入増を図った結

果、前年比 28.2 ％増を達成した。外部資金 650 百万円

・固定資産貸付使用料、病院文書料の一部及び病院実習料の改定を行った。

・医業収入確保のため、附属病院に病床管理センターを設置し、病床稼働率の向上や在

院日数の短縮を図った。

本院：病床稼働率 85.5 ％、平均在院日数 18.7 日

分院：病床稼働率 61.4 ％、平均在院日数 19.3 日

［評価］

自己収入に関しては、外部資金を始めとして、改善措置を講じたことにより、

全体として増加が図られた。

大きなウエイトを占める医業収入で、紀北分院の病床稼働率が目標を下回って

おり、再整備を視野に入れながら改善を講じる必要があるが、本院の医業収入は、

診療報酬改定の影響を受けながらも、平成１７年度に比べて増収となった。

2 経費の抑制に関する目標を達成するための措置 評定 【Ｓ－Ａ－Ｂ－Ｃ－Ｄ】 評定 【Ｓ－Ａ－Ｂ－Ｃ－Ｄ】

【年度計画の実施状況：（Ⅰー０）（Ⅱー０）（Ⅲー３）（Ⅳー１）】

【活動実績・概要等】

・管理的経費については、平成１８年度当初比△ 2.7 ％となった。ただし、管理的経費

のうち水道光熱費については、エネルギー使用量を削減（対前年比△ 1.7 ％）するも、

ガス単価の上昇により約 4 ％の増加となった。

・給与計算事務や看護補助業務等でアウトソーシングを導入し、運営コストの削減に努

めた。

・診療材料の供給に新物流システムを導入することにより、在庫の縮小が図れた。（対

前年比△ 75 ％）
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［評価］

アウトソーシング等の推進により、経費の抑制を図ることができたが、水道光

熱費の上昇への対策や材料費の見直しが今後の課題である。

3 資産の運用管理の改善に関する目標を達成する 評定 【Ｓ－Ａ－Ｂ－Ｃ－Ｄ】 評定 【Ｓ－Ａ－Ｂ－Ｃ－Ｄ】

ための措置 【年度計画の実施状況：（Ⅰー０）（Ⅱー０）（Ⅲー１）（Ⅳー０）】

【活動実績・概要等】

・法人化後、安全確保のため、決済用普通預金を取り入れた。また、年度内資金需要の

把握に基づき定期預金等による資金運用を始めた。

［評価］

法人化１年目であり、資金需要の動向が明確でなかったため、安全を見越して

積極的な資金運用は行わなかったが、今後安全かつ効率的な資金の積極的運用に

努める必要がある。
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中期計画・年度計画の項目 法人の業務実績及び自己評価 評価委員会

第５ 教育及び研究並びに組織及び運営の状況について自ら行う点検及び評価並びに当該状況に係る情報の提供に関する目標を達成するた

めの措置

1 評価の充実に関する目標を達成するための措置 評定 【Ｓ－Ａ－Ｂ－Ｃ－Ｄ】 評定 【Ｓ－Ａ－Ｂ－Ｃ－Ｄ】

【年度計画の実施状況：（Ⅰー０）（Ⅱー０）（Ⅲー４）（Ⅳー０）】

【活動実績・概要等】

・自己点検・評価、認証評価及び県評価委員会の評価に対応するため、自己点検・評価

のみを対象とした従前の評価体制を見直し、大学評価委員会を設置した。

・保健看護学部においては、学生生活アンケート調査を実施し、その結果を踏まえ、自

己点検・評価を作成した。

・附属病院では、財団法人日本医療機能評価機構に認定取得に向け、病院機能評価受審

対策委員会、診療部門及び事務部門のワーキンググループを立ち上げるとともに、自己

評価シートを配布し、全部門のヒアリングを行った。

［評価］ 自己点検、設置者（県）、第三者評価（大学基準協会、日本医療機能評

価機構）の評価のための体制づくりは順調に進んでいる。実際の運用や評価のフ

ィードバック等評価の実行に関してはこれからの課題とする点が多い。

2 情報公開等の推進に関する目標を達成するため 評定 【Ｓ－Ａ－Ｂ－Ｃ－Ｄ】 評定 【Ｓ－Ａ－Ｂ－Ｃ－Ｄ】

の措置 【年度計画の実施状況：（Ⅰー０）（Ⅱー０）（Ⅲー４）（Ⅳー０）】

【活動実績・概要等】

・情報公開の推進等に関しては、県の個人情報保護条例の実施機関として、学生、患者、

教職員の個人情報の取扱いについて、県条例の施行に関する規程を策定し、全学に周

知を図った。

また、ホームページの更新については１２０回の更新を行い、学生・教職員や県民等

に情報を提供することに努めるとともに、学報のホームページ掲載により、広報のペー

パレス化を推進した。

［評価］

情報公開等については、学内で規程を策定し、周知を行うとともに、ホームペ

ージ等についても、更新回数や内容を充実させた。ただ、ホームページを学内外

に、よりわかりやすい内容にするなど、全体的な再構築が今後の検討課題である。
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中期計画・年度計画の項目 法人の業務実績及び自己評価 評価委員会

第６ その他業務運営に関する重要目標を達成するための措置

1 施設及び設備の整備・活用等に関する目標を達 評定 【Ｓ－Ａ－Ｂ－Ｃ－Ｄ】 評定 【Ｓ－Ａ－Ｂ－Ｃ－Ｄ】

成するための措置 【年度計画の実施状況：（Ⅰー０）（Ⅱー０）（Ⅲー５）（Ⅳー０）】

【活動実績・概要等】

・施設及び設備の整備については、関係各部署において、建物、設備の老朽化等を検証

するとともに、施設の整備計画、医療機器等の購入計画を策定し、今後の投資額を積算

した。また、施設設備の有効活用を一層促進するため、図書館及び生涯研修・地域医療

支援センターを医療関係者にも広く開放した。

［評価］
施設等の整備や活用に関しては、様々な方策を実施したが、設備に対する補助

金等の資金調達については検討するにとどまり、今後の課題である。

2 安全管理に関する目標を達成するための措置 評定 【Ｓ－Ａ－Ｂ－Ｃ－Ｄ】 評定 【Ｓ－Ａ－Ｂ－Ｃ－Ｄ】

【年度計画の実施状況：（Ⅰー０）（Ⅱー２）（Ⅲー５）（Ⅳー０）】

【活動実績・概要等】

・安全対策のため、学内施設の状況について調査点検し、必要箇所の補修等を行ったと

ころであり、学生等に対しても環境保全及び安全衛生教育等を実施するとともに、健康

管理センターの設置を決定し、産業医や衛生工学衛生管理者を選定しているところであ

る。

・自然災害や事故等に対する危機管理意識を向上させるため、学生や教職員を対象とし

た防災避難訓練や災害対策訓練を実施した。災害対策訓練２８０名参加

［評価］
安全管理においては、研修や訓練等を積極的に行った。ただ健康管理センター

の設置等については検討するにとどまり、今後の課題である。

3 基本的人権の尊重に関する目標を達成するため 評定 【Ｓ－Ａ－Ｂ－Ｃ－Ｄ】 評定 【Ｓ－Ａ－Ｂ－Ｃ－Ｄ】

の措置 【年度計画の実施状況：（Ⅰー０）（Ⅱー０）（Ⅲー７）（Ⅳー０）】

【活動実績・概要等】

・人権及び生命倫理に関する知識の修得を図り、人権意識を高めるために、全学人権同

和研修等を実施するとともに、患者等からのあらゆる相談に対応した。

全学人権同和研修１,４００名参加

・研究や医療行為に関しては、国際基準や国の倫理指針に準拠して実施されるように倫

理委員会の事前審査や教室等でのチェック機能を充実させた。
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［評価］

基本的人権の尊重に関しては、全学で研修を実施、規程を策定するなど充実さ

せた。



- 22/22 -

中期計画・年度計画の項目 法人の業務実績及び自己評価 評価委員会

第７～第１１ 特記事項

第７ 予算、収支計画及び資金計画 様式１ 平成１８事業年度に係る業務の実績に関する報告書

第４ 財務内容の改善に関する目標を達成するための措置 Ｐ１７～１８参照

様式２ 平成１８年度 計画の実施状況

第７ 予算（人件費見積を含む。）、収支計画及び資金計画 Ｐ４７～４９参照

第８ 短期借入金の限度額 短期借入金なし

第９ 重要な財産を譲渡し、又は担保に供する計画 なし

第10 剰余金の使途 剰余金なし

第11 その他 様式２ 平成１８年度 計画の実施状況

・施設、設備に関する計画 第１１ その他 Ｐ５１～５３参照

・人事に関する計画

・積立金の処分に関する計画


